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履修登録者数 47 名
定期試験
受験者数

47 名 合格者数 47 名 合格率 100%

2016年度 後期 リフレクションペーパー

建築・デザイン/情報/経済・ビ/ 電気/生・環

English IV

基礎教養部門

松原留美

英語ⅠIより一歩進んだレベルの語彙、文法、用法を学ぶ。この科目では、英語の四技能のうち、とくにreading とwritingに焦点をあてた授業をお
こなう

第1回      導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法
第2回      Unit 1 People
第3回      Unit 2 Work, Rest, and Play
第4回      Unit 3 Going Places
第5回      Unit 4 Food
第6回      Unit 5 Sports
第7回      Unit 5 Destinations
第8回      中間まとめ
第9回      Unit 7 Communication
第10回     Unit 8 Moving Forward
第11回     Unit 9 Types of Clothing
第12回     Unit 10 Lifestyles

成績評価基準

実技

臨時試験 部外評価

報告書・レポート プレゼンテーション

課題   

概して、わかりやすかった、楽しく学習できたというコメントであった。文法的な説明をわかりやすいままに保ちながらも、より実用的な英語表現を
加えて受講者の理解度を向上させたいと思う。

演習 計 100%

概して、日常生活の表現に必要な応用的な文法とリーディングに必要な文型の理解をすることができた。教科書の文献に主語、述語動詞、目的
語、補語の下線を引く習慣をつくったことが良かった点であると思える。受講者も基本的な文の構造を知ることができたと感じている。

単語の品詞をより重視して、語彙のレベルを上げ、実用的な語彙力を増やす工夫をしたいと思う。
英語新聞などにより親しむことができるように、回数を多くして使用していきたい。

毎回の宿題で使用した表現がより定着するようにしたい。また、学習した表現が身に付き易いように書く練習を増やしたい。書いた英文は、前回
と同様、丁寧に添削して返却したい。
そのために、前回よりもより有効なプリントなどを作成して配布する。


